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１．システム概要 

本システムは、写真台紙に記載された手書または活字の番号（学籍番号、社員番号等）を自動的に文字認識 

（ＯＣＲ）し、貼付されている写真を取り込み、文字認識された番号をファイル名.jpg として付与後、指定  

フォルダに保存する写真台紙取り込みシステムです。 

  

 

２．特長 

（１） 各種写真台紙（学生証、社員証、保険証等）を連続カラースキャニングします。 

・指定範囲のみスキャニングを行うため、高速スキャンが可能です。 

・他のスキャナから取り込んだ、写真台紙(jpg ファイル)のフォルダを全て連続カラースキャニング 

       します。 

（２） 写真を指定枠で取り込み、切り出します。 

（３） 手書または活字の番号（学籍番号、社員番号等）を自動的に文字認識（ＯＣＲ）します。 

また、正常に読み取れなかった文字はその場で上書修正ができます。 

  （４） 写真の大きさ、傾き、明るさを取り込んだ画像を見ながら修正できます。 

  （５） 写真台紙を複数作成し、登録したショートカットを選ぶだけで各種台紙に対応できます。 

(台紙作成、登録は別途ソフトが必要です。） 

（６） 文字認識された番号をファイル名として付与後、切り出した写真を指定フォルダに jpg 

形式で保存します。 

           例：番号が「A１２３４５」の場合ファイル名「A12345.jpg」となります。 

     ＊オプション機能追加で台紙全体のスキャン画像を保存することができます。 

  （８）写真台紙が 1 枚に集積した用紙を分割して OCR 処理を行う事が可能です。 

     ・２～５分割まで可能、写真台紙の仕様、写真台紙分割機能を参照。 

（７） ファイル化した画像データは、弊社カード発行システムで、個人データと自動マッチング 

できます。 

    

 

 

３．システム構成 

    スキャナの接続は、USB 又は LAN 接続になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

USB 接続 

写真台紙 

PC 

PSS ソフト ADF スキャナ リコーfi-8170 

ルーター又はサーバー 

LAN 接続 
LAN 接続 



                      

４．写真ファイル化の作業フロー 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．メニュー構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このボタンでスキャン＆

OCR を実行します。 

取り込んだ写真、OCR 文

字の確認・修正等を行いま

す。 

＊「６．画面構成」参照 

START 



                      

６．画面構成（標準） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．システム仕様 

 ・対応 OS：  

  

Windows 10 Professional (64bit版) 

Windows 11 Professional (64bit版) 

・画面サイズ：1280×768 以上 

・推奨機種：CPU： Intel CORE i3(同等品) 以上  

 メモリ：8GB 以上 

ストレージ：500GB 以上（SSD） 

 ・スキャナ：リコー製 fi-8170(高速タイプ)又は fi-8150 

 ・ＯＣＲ：Panasonic 社製 (高速タイプ) 

                            fi-8170                             fi-8150 

・処理能力*：ｶﾗｰｽｷｬﾆﾝｸﾞ**   ：22 秒／20 枚                  ：25 秒／20 枚 

        自動 OCR    ：20 秒／20 枚    102 秒／20 枚 ：20 秒／20 枚      105 秒／20 枚 

        確認作業***  ：60 秒／20 枚   (5.1 秒／1 枚)   ：60 秒／20 枚      (5.25 秒／1 枚) 

        (確認作業は写真補正無しで 3 秒／枚とした場合) 

      * 台紙の読み込み A4 フルサイズ、PC の処理能力等により処理時間が変わります。 

 

**測定PCスペック Intel i5-10400 CPU ＠2.9GHz×2 RAM 160GB  ストレージSSD 1TB 

***補正の内容（位置、傾き、明るさ等）により処理時間が変わります。 

ｽｷｬﾝ画面をその

まま表示します。 

番号部分のｲﾒｰｼﾞ

を表示します。 
OCR 化した番号を表示します。 

テキスト文字となっていますので、この場

で修正ができます。 

切り出し位置を修正

できます。 

切り出しの大きさを

修正できます。 

写真の傾きを修正

できます。 

写真の明るさが調

整できます。 

 

確定で、番号をファイル名として付与し 

指定フォルダに保存します。 

保存後、次の画像が表示されますので、画面

を確認しながら繰り返し処理を行います。 



                      

 

８．PSS で処理できる写真台紙仕様   

 

 手書き番号台紙 バーコード台紙 

写真台紙の構成 
写真台紙には、右

記の項目を必ず設

けてください。 

 ①番号入力欄  

 ②写真貼付け欄 

 ①バーコード  

 ②写真貼付け欄 
 ③番号（確認用） 

写真台紙用紙 

サイズ 

A6（縦：148mm×横：105mm）以上 A4（縦：297mm×横：210mm） 以下としてください。 

※スキャン範囲はできるだけ狭くしてください。スキャン範囲が狭いほど、アプリケーショ

ン処理速度が速くなります。 

写真のサイズ 
縦：30mm×横：24mm以上縦：60mm×横：50mm以下としてください。 

※写真は、縦：横の比率を 1.25：1 くらいとすると、画面で適切に表示できます。 

手書き番号 
・番号の桁数は、最小 1桁から最大 12桁の連続した英数字とハイフンです。 
・ファイル名に出力される文字は、半角英数字と半角ハイフンです。 
・番号入力欄は、1文字ずつ枠で囲んでください。 

バーコード 

・認識可能なバーコードは、NW7、Code39、Code128、JAN8、JAN13、ITFです。 

 （ITFはベラアーバー(枠)ありに限り対応しています。） 

・スタート/ストップキャラクタは、番号とはみなしません。（ファイル名に出力しません。） 

・読取できる文字はチェックデジットを含め英数字とハイフンです。 
＊チェックデジットの有無、タイプは出荷時の設定となります。 

＊チェックデジットの計算自体は PSSでは行いません。文字としての処理となります。 

＊番号（確認用）は表示用画像として扱います。 

  従いまして番号とバーコードを照合する機能はありません。 

＊台紙デザインによりバーコード外周に位置読取用枠が必要となる場合があります。 

 

＊写真台紙は読み取り番号部分（OCR する部分）が共通でも、台紙のデザインが異なる場合は 

 フォマーットファイルの追加が必要となる場合があります。 

＊写真台紙のフォーマットをお客様で追加作成する場合は別途ソフトが必要となります。 

＊仕様および外観は予告なく変更されることがありますのでご了承ください。 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下記の文字例を参考に受験番号を記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 生 証 用 写 真 台 紙 

受験番号（番号は左詰で記入） 

氏  名 

写真貼付 

縦 4.0cm×横 3.0cm 

【顔写真貼付の注意事項】 

  

学生証の写真は大学卒業まで使用するので、制服による撮影はしないでください。 

 

・写真は、カラー写真（光沢仕上）を使用してください（絹目仕上は不可です）。 

・写真サイズは、縦：4.0cm×横：3.0cmを使用してください。 

・写真は、申請者本人のみ（正面、無帽、肩口まで）が写っているものとしてください。 

・写真は、3 ヶ月以内に撮影したものを使用してください。 

・写真の頭上は 5mm程度空けるようにしてください。 

・写真の裏には必ず、受験番号、氏名をソフトな堅さのペンで記入しておいてください。 
 

本台紙は機械で読み取りますので、汚したり、折り曲げたりしないでください。 

 

本台紙の写真およびデータは、個人情報保護法にもとづき、学生証カード作成のみに使用します。 

【記入文字例】 

枠線は実線、色は黒とし、 

枠線の幅は 0.6～3.0ポイント（0.212～1.058mm）とします。 

枠の外周は 3mm以上あけてください。 

また、この枠内の裏面は白紙または裏映

りが無いこととします。 

1桁の枠サイズは  幅 5～12mm    以内としてください。 

高さ 7～12mm 

枠内に黒い文字や図があるとスキャニングの

際写真に透けて映り込むことがあります。 

枠内には何も記入しないか、薄い色を使用し

てください。 

実際にスキャンするエリアはなるべく小さい方がスキャンスピードも速く

中間ファイルも小さくなります。 

番号と写真の位置はなるべく近くに配置されることを推奨いたします。 

記入文字例を表記することにより認識率の向上が期待されます。 

用紙に余裕があるときは記入文字例の表記を推奨いたします。 

＊数字の 1,2,5,0 とアルファベットの I,Z,S,Oは手書きの場合特に 

誤認識しやすい文字となります。同一桁に混在しない様、考慮

いただくことを推奨いたします。 

・写真台紙は A6（縦：148mm×横：105mm）以上 A4（縦：297mm×横：210mm） 以下としてください。 

・貼付写真サイズは縦：30mm×横：24mm以上縦：60mm×横：50mm以下としてください。 

・番号の桁数は、最小 1桁から最大 12桁の連続した英数字とハイフンです。 

・台紙の色は白とし、厚さは 64～160ｇ/㎡（四六判 55～135ｋｇ程度）とます。 

 

＊原則としてフォーマットを作成する台紙は実際に使用する（プリンタ出力と印刷物では厚さ、色、印刷

位置等が異なる場合があるため。）台紙を支給いただくこととします。 

＊上記にてフォーマット作成後、読取テストを行い不具合のある場合は台紙を変更いただく場合がござ

います。 あらかじめご了承願います。 

ご注意 

写真が取込めないことがありますので、写真

枠は用紙の端から 15mm以上開けた位置に

して下さい。（上下左右共） 



                      

 

 

 写真台紙分割機能 

 

例．4つの台紙が 1枚に集積した用紙を分割して OCR 処理を行う事が可能となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                      

 

用紙厚についてのご参考 

 

用紙の厚みは一般的に重さで表します。 

用紙の業界では一連（平判 1000枚）の重さをキログラム（ｋｇ）で表示し、これを 

連量（れんりょう）と呼びます。 

（平判のサイズは四六判、菊判、Ａ判、Ｂ判等の大きさがあります。） 

 

また、これに対し１平方メートルあたりの紙の重さをグラム（ｇ）で表示したものを 

坪量（つぼりょう）と呼びます。 

 

紙の厚みは重さで表しますので同じサイズなら重いほうが厚い紙となります。 

 

市販の一般的な紙厚の表示は連量または坪量で表示されています。 

 

各サイズの参考換算表は以下の通りとなります。 

連量(1000枚) 坪量(1枚) 

四六判(788X1091) kg 菊判(636X939) kg g/㎡ 

55.0 38.0 64.0 

70.0 48.5 81.4 

90.0 62.5 104.7 

110.0 76.5 127.9 

 

 

＊四六判 55～70kgが一般のコピー用紙となります。 

＊同じ重さでも紙質によって厚さが異なります。 

たとえば上質紙（一般的なコピー用紙）よりコート紙（表面加工された用紙）の方が 

一般的に同じ重さでも薄くなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


